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土地を感じる、東北を感じる。地域とつながる秋の宿

海抜約700mに位置し、三階滝、不動滝、
地蔵滝の3つの滝を望むビュースポット。
なかでも「日本の滝百選」に選ばれた三
階滝は、高さ181mを三段にわたって流
れ落ちる名瀑だ。紅葉の時期になると、
山肌が赤や黄に色づき、白く流れ落ちる
滝との美しいコントラストを描く。

住宮城県刈田郡蔵王町遠刈田温泉倉石岳国有林内
問蔵王町観光案内所　 0224-34-2725
交東北自動車道村田ICまたは白石ICから車で約
35分　見頃／10月中旬～下旬
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名瀑と紅葉のコントラスト
2016年に「ミシュラン·グリーンガイド」
で1つ星を獲得した湖沼群。毘沙門沼や
るり沼、青沼など数多くの沼が点在し、エ
メラルドグリーンやコバルトブルーなど、
沼ごとに異なる表情を見せる。紅葉が静
かな湖面に映り込むその景観は、時を忘
れて眺めていたくなるような美しさ。

住福島県耶麻郡北塩原村
問裏磐梯観光協会　 0241-32-2349
交 磐越自動車道猪苗代磐梯高原ICから車で約
25分　見頃／10月中旬～11月上旬
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神秘的な沼が集まる湖沼群
十和田湖畔の子ノ口から焼山まで約
14km続く、国の特別名勝、及び天然記念
物「奥入瀬渓流」。秋には赤や黄、茶に染
まる葉と残る緑が美しく調和し、渓流を鮮
やかに彩る。頭上を覆うように続く木々
のトンネルも見事。散策路を歩きながら、
刻 と々移ろう秋景色を満喫しよう。

住青森県十和田市大字奥瀬
問奥入瀬渓流館　 0176-74-1233
交東北自動車道十和田ICから車で約60分
見頃／10月下旬～11月上旬
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特別名勝、及び天然記念物

秋景色を訪ねて…東北・紅葉巡り

※掲載の情報は、本誌発行後、変更になる場合もありますので、予めご了承ください。
10月13日（火）の河北新報朝刊は休刊日のためお休みとなります。
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今年10月15日、蔵王温泉に新たに誕生。
日本屈指の強酸性を誇る名湯に加え、サウ
ナやジェットバスを巡るウェルネス体験も
魅力。屋上には蔵王の名所·御釜を模した
露天風呂があり、雄大な景色も楽しめる。
住山形県山形市蔵王温泉903-2

050-3134-8092（界予約センター 9：30～18：00）
料宿泊／1泊1名·31,000円～（2名1室利用時、夕朝食付）
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名取川の渓流沿いに佇む温泉宿。木立に
囲まれた露天風呂では、自家源泉の湯をの
んびり堪能できる。初代仙台藩主·伊達政
宗公がもたらした文化から着想を得た、粋
なおもてなしも楽しみの一つだ。
住宮城県仙台市太白区秋保町湯元平倉1

050-3134-8092（界予約センター 9：30～18：00）
料宿泊／1泊1名·28,000円～（2名1室利用時、夕朝食付）
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津軽の奥座敷·大鰐温泉に佇む宿。紅葉を
眺める「かまくら露天風呂」で名湯に浸り、
津軽の秋を満喫。大間のマグロを地酒と味
わう会席や、毎晩披露される津軽三味線の
生演奏など、土地の魅力もたっぷり。

青森の祭りや方言など、土地に根付く文化
を丸ごと楽しめる温泉宿。館内では、青森
の祭りの熱気を間近に感じられるショーを
毎晩開催。迫力あるパフォーマンスととも
に、青森ならではの文化を体感しよう。

住青森県南津軽郡大鰐町大鰐字上牡丹森36-1
050-3134-8092（界予約センター 9：30～18：00）

料宿泊／1泊1名·31,000円～（2名1室利用時、夕朝食付）

住青森県三沢市字古間木山56
050-3134-8094（星野リゾート予約センター）

料宿泊／1泊1名·24,800円～（2名1室利用時、夕朝食付）

界
かい

 津
つ

軽
がる

青
あお

森
もり

屋
や

 by 星野リゾート
磐梯山の麓に位置する温泉ホテル。猪苗
代湖を望む温泉でくつろぎ、会津の郷土料
理や地酒を味わうひとときも格別だ。「赤
べこ」や「起き上がり小法師」の絵付けなど、
土地の文化を体験できるのも魅力。
住福島県耶麻郡磐梯町大字更科字清水平6838-68

050-3134-8094（星野リゾート予約センター）
料宿泊／1泊1名·14,900円～（2名1室利用時、夕朝食付）
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ホテル by 星野リゾート
奥入瀬渓流沿いに立つ唯一のリゾートホ
テル。客室や温泉など、館内の随所で豊か
な自然を間近に感じられる。「渓流スローラ
イフ」をコンセプトに、秋色に染まる森を眺
めながら、のんびりと過ごそう。
住青森県十和田市大字奥瀬字栃久保231

050-3134-8094（星野リゾート予約センター）
料宿泊／1泊1名·25,100円～（2名1室利用時、夕朝食付）
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流ホテル by 星野リゾート

秋の観光といえば、やっぱり紅葉ですよね。
東北の秋は短いけれど、その短さがまた魅力です。

そんな短い東北の秋を一緒に感じましょう！
そういえば、去年拾ったもみじの葉っぱ… 家のどこに置いたんだろう。

　旅先の宿を選ぶとき、私自身は利便性と清潔感を重視し、快適に眠れれば十分だ
と思うことも少なくありませんでした。しかし今回の取材で、宿は旅の目的そのもの
を変え得る場所なのだと、あらためて感じました。今号には、蔵王温泉に誕生する『界 
蔵王』、先代の思いを受け継ぐ『KAMEYA HOTEL』、味噌醤油醸造元が手がける

『Ortus』、街づくりの一環として生まれた『egne』など、成り立ちもスタイルも異なる
宿が登場します。食事や空間の意匠、地域との関わり方には、つくり手の思いや、そ
の土地の未来が表れています。「この宿に泊まってみたい」から、

「この宿に泊まれば、もっと地域のことを好きになれそう」へ。
今号が、そんな旅との出合いにつながればうれしく思います。

次の旅は、知りたい地域で選びませんか？
 秋号は「東北を感じる宿2026」

編集長の間借りコラム小林
です

定期購読の申込みは
お近くの河北仙販まで

10月開業『界 蔵王』と、地域につながる星野リゾート
アートと建築をめぐる、宮城県登米市の旅
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地域に深く触れる旅へ
東北を感じる宿2026


